
みんながまた行きたいと思う天ヶ瀬森林公園を目指して 

フォレスターうじ 会報 
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    第３２３号 

令和 8 年 

1 月１日発行 

十
二
月
特
別
活
動 

宇
治
市
役
所
玄
関
で
の
門
松
設
置 

活
動
日 

 

十
二
月
二
十
五
日
（
木
）
雨 

活
動
時
間 

九
時
～
十
一
時
十
分 

活
動
場
所 

宇
治
市
役
所
正
面
玄
関 

参
加
者 

 

会
員
六
名
、 

 あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
一
年
の
締
め

く
く
り
と
な
る
活
動
で
も
あ
り
、
参
加
会
員
の
士
気

は
非
常
に
高
く
、
熱
の
こ
も
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。 

ま
ず
、
先
発
班
が
森
林
公
園
か
ら
、
竹
な
ど
の
資

材
を
搬
出
し
た
。
宇
治
市
役
所
に
集
合
し
、
門
松
の

土
台
と
な
る
樽
に
土
を
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
竹
を
立
て
、
松
や
葉
牡
丹
、
南
天
を
植
え
付
け
て
、

正
面
玄
関
の
柱
部
分
に
、
一
対
の
門
松
を
設
置
し
た
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、「
一
番
低
い
竹
が
内
側
に
な
る

よ
う
に
す
る
。」、
「
葉
牡
丹
は
白
色
を
内
側
す
る
。」

な
ど
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
習
わ
し
に
沿
っ
た
丁

寧
な
指
導
の
も
と
作
業
を
進
め
た
。 

後
日
、
市
役
所
で
門
松
を
見
た
知
人
か
ら
、「
毎
年

門
松
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今
年
も
立

派
な
門
松
が
み
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
。」
と
の
話
を

聞
き
、
胸
を
張
れ
る
嬉
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
大
変
寒
い
中
で
の
活
動
で
し

た
が
、
年
神
様
を
お
迎
え
す
る
準
備
が
無
事
に
整
い

ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
記 

岡
本 

浩
一
） 

十
二
月
定
例
活
動 

市
役
所
設
置
の
門
松
製
作
準
備
と 

ミ
ニ
門
松
づ
く
り 

活
動
日 

 

十
二
月
二
十
一
日 

（
日
）
雨 

 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
三
時 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 

参
加
者 

 

会
員 

十
二
名 

 

朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り
続
き
、
本
日
は
大
屋
根

休
憩
所
で
の
活
動
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
宇
治
市
役

所
に
設
置
す
る
門
松
の
準
備
と
、
ミ
ニ
門
松
の
製
作

に
全
員
で
協
働
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

門
松
の
準
備
で
は
、
臨
時
活
動
で
切
り
出
し
た
竹

を
、
三
本
一
組
に
し
て
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
長
さ
に

違
え
て
切
り
揃
え
、
二
組
分
を
用
意
し
た
。
な
か
で

も
、
節
の
近
く
を
斜
め
に
切
る
「
そ
ぎ
切
り
」
の
作

業
で
は
、
先
輩
方
の
教
え
に
従
い
慎
重
に
作
業
を
進

め
た
。
切
り
終
え
た
と
き
の
「
達
成
感
」
は
ひ
と
し

お
で
あ
っ
た
。 

ミ
ニ
門
松
の
製
作
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
し
て

い
た
会
員
が
、
台
座
と
な
る
竹
を
ミ
ニ
門
松
の
サ
イ

ズ
に
切
り
、
細
い
竹
の
先
端
を
切
り
揃
え
る
な
ど
の

作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
松

や
葉
牡
丹
、
南
天
な
ど
を
飾
り
付
け
て
完
成
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。 

終
礼
時
に
は
、
丸
太
小
屋
に
掲
げ
て
い
た
安
全
祈

願
の
御
札
を
納
め
、
一
年
間
の
活
動
を
無
事
に
終
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
捧
げ
た
。 

（
記 

岡
本 

浩
一
）  

 

 
 
 
 
 
 

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 森林ボランティア フォレスターうじ 

会員が作成したミニ門松 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

十
一
月
特
別
活
動 

宇
治
環
境
フ
ェ
ス
タ
で
の 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

活
動
日 

 

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
晴 

活
動
時
間 

九
時
〜
十
五
時 

活
動
場
所 

宇
治
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
一
階 

参
加
者 

 

会
員
七
人 

 

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
午
前
中
は
、
入
場
者
が
多

く
客
足
も
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
昼
過
ぎ
は
人
波

が
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
最
終
的
に
四
十
鉢
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。 

会
場
に
は
、
育
て
た
苗
木
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
方
も
お
り
、
大
変

嬉
し
く
感
じ
た
。
ど
ん
ぐ
り
が
成
長
す
る
様
子
を
聞
い
て
驚
く
親
御
さ

ん
や
、
自
分
で
ど
ん
ぐ
り
を
選
ん
で
土
を
か
ぶ
せ
、
う
れ
し
そ
う
に
鉢

を
持
ち
か
え
る
子
供
た
ち
の
姿
に
、
活
動
の
意
義
を
再
確
認
し
た
一
日

と
な
っ
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

活
動
結
果 

一
般
参
加
者
：
大
人
三
十
八
名
、
子
供
三
十
八
名 

 
 
 
 

 
 

 

ど
ん
ぐ
り
鉢
植
え
数
：
四
十
鉢 （

記 

田
中 

一
夫
）  

今
後
の
活
動
の
案
内 

令
和
八
年 

一
月
十
一
日
（
日
）
宇
治
上
神
社 

・
安
全
祈
願
と
新
年
会 

 

一
月
十
八
日
（
日
）
定
例
活
動 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

二
月
七
日
（
土
）
特
別
活
動 

宇
治
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

・
ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
カ
フ
ェ
「
椎
茸
植
菌
体
験
と
森
の
い
い
話
」 

 会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
い
つ
で
も
会
員
募
集
中
。 

先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

入 

会 

金 

千
円 

 

年 

会 

費 

二
千
円 

活 

動 

日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
会
報
担
当 

田
中
一
夫
） 

 
 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

 
 

事
務
局 

 
 

林 

幸
広 

方 

℡
〇
九
〇―

三
二
八
〇―

五
五
九
五 

どんぐりの鉢植え 

宇治市役所の門松設置 


